
原発問題を考えよう！

危険なプルサーマルは即刻やめるべき！！ その５
1０月２５日の朝日新聞夕刊で、国の原子力委員会は、原発のすべての

使用済み核燃料からプルトニウムを取り出し、再利用する現行の『再処

理』のコストは、再利用せず地中に埋める『直接処分』のコストの２倍

になると言う試算を発表しています。

さらに、電力業界が青森県六ケ所

村で、再処理工場の完成を目指して

いるが、試運転中の技術的なトラブ

ルで止まっていることや仮に計画取

りに稼働したとしても、年間最大８

００トンしか再処理できず、毎年１

０００トン排出される使用済み燃料

を処理できないことから、将来は、

再処理施設を増やし、全量を再処理

できる体制の検討が迫られることに

なるとしています。

使用済み核燃料は、現在、各原発

の燃料プールで保管しているほか、

英仏で再処理してもらい、プルサー

マル発電に使用していますが、今後

も全国の原発で出る使用済み核燃料

を再処理するのにも、処分するにも

お金がかかることは明らかです。

これまで、分会情報「Ｐｏｉｎ

ｔ」で明らかにしてきた通り、プ

ルサーマル発電は、大変危険で、

尚且つ、経済的に無駄なものです。

したがって、核燃料サイクルをや

め、危険なプルサーマルは即刻や

めるべきです。
à（１０月２５日の朝日新聞夕刊）

明日の日本のためにも原発問題を考え、行動しましょう！
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